
2    目  標  達  成  計  画
事業所名 ：グループホーム水沢アリス
作 成  日 ：　平成 22 年  7 月 18 日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取組み内容

1

防火安全対策・・・当グループホーム水沢アリ
スは、スプリンクラー設置除外施設である。し
かし、認知証高齢者の思いもよらない行動か
ら、ボヤ騒ぎとなった。

どんなことがあっても、火災を発生させてはな
らない。しかし、プライバシーを侵害すること
は避けなければならない。

利用者一人ひとりの行動特性を、熟知し把握
し、夜勤者も含めて職員全員で統一された見
守りを要す。

12 か月

2

防火安全対策・・・当グループホーム水沢アリ
スは、室内外禁煙である。しかし、外来透析
認知証高齢者がどこからか使い捨てライター
を持ち込んでいた。

どんなことがあっても、火災を発生させてはな
らない。しかし、プライバシーを侵害すること
は避けなければならない。

透析室にも、ご家族にも、ご本人にも協力を
要請し、アリス出入りの際には持ち物点検を
させていただく。

3 か月

3

防火安全対策・・・当グループホーム水沢アリ
スは、スプリンクラー設置除外施設である。消
防法6項ロの特例を認めてもらうためには工
事が必要である。

自動火災報知設備、火災通報装置の設置と
消防署への届けを行う。

業者に工事発注、消防署との協議・助言を受
け指導を受けている最中。

6 か月

4

防火安全対策・・・当グループホーム水沢アリ
スは、スプリンクラー設置除外施設である。し
かし、認知証高齢者の思いもよらない行動か
ら、ボヤ騒ぎとなった。

職員研修の具体的な良い教材とし、研磨を積
むために演題発表をする。

全職員で、事例検討を重ね、抄録にまとめ、
演題募集に応じ、奥州市内および全国大会で
発表する。

3 か月

5

防火安全対策・・・避難誘導訓練を行う。 毎月行いたい。 利用者さんが、いざという時に速やかに職員
の誘導に従ってもらえるよう、トレーニングの
機会を回数多く作る。訓練として押し付けるの
ではなく、外出や気分転換の機会のような捉
え方で全員参加させたい。

12 か月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合ったものです。
また、課題等は、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を掲げております。

【目標達成計画】　
目標達成に
要する期間


